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論　　文　　の　　要　　旨

　クロウメモドキ科植物あるいはグミ科植物を精子・さび胞子世代宿主としヨイネ科橦物を夏胞子1

冬胞子世代宿主とずる冠さび病菌肋66加加ooκo舳加Cordaは集合種（species　comp1ex）とされ

（Arthurヨ1934）苧Cummins（1971）は24種をその同種異名としている。日本産冠さび病菌にっい

てはヨ伊藤（1950）により9種が報告されていたが，その後事Hiratsuka（1960）によりP　ooγo〃肋

の1種にまとめられている。これらは主に冬胞子の大きさおよび夏胞子世代の形態を特に重視した

分類体系となっている。いずれにおいても精子1さび胞子世代についての検討は行われていない。

　本研究では言日本産冠さび病菌肋6伽加60プo〃α肋comp1exの分類学的再検討を目的とし冒担子

胞子を用いた接種試験により本分類群の精子1さび胞子世代宿主を明らかにすると共に事生活史に

おける連続性の明らかとなった精子1さび胞子世代ならびに夏胞子1冬胞子世代の標本および野外

より採集した標本計251点を用いて形態観察を行いヨ分類形質として有効な形態的形質について検討

した。

（1）接種試験

　野外より採集した9種のイネ科植物上の冠さび病菌計38供試菌についてラクロウメモドキ科クロ

ウメモドキ属（亙肋舳〃∫）およびクマヤナギ属（助κ加刎加）植物11種18系統に対し、担子胞子に

よる接種を行った。その結果争クロウメモドキ属のクロツバラに対しては16供試菌が，クロウメモ

ドキに対しては3供試菌が寄生性を示した。一方。クマヤナギ属のクマヤナギに対しては3供試菌

が寄生性を示した。また里外国産の亙肋舳〃∫oα肋α〃6αに対しては7供試菌が寄生性を示した。以

上の接種試験からヨ日本産冠さび病菌は精子。さび胞子世代宿主をクロウメモドキ科植物とするこ
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とが確認された。

　クマヤナギ属植物が冠さび病菌の精子1さび胞子世代宿主として報告されているのは日本と中国

のみであるが、本接種試験においてクマヤナギに寄生性を示したのは、ノガリヤスおよびヒメノガ

リヤスを夏胞子・冬胞子世代宿主とする供試菌において認められた。さらに、北アメリカ、ヨーロッ

パにおいて冠さび病菌の重要な精子1さび胞子世代宿主として報告されているR．oα肋〃oαに対し

ての寄生性も多くの供試菌で確認されヨ日本産冠さび病菌の系統進化を考える上で重要な知見であ

ると考える。

（2）各胞子世代の形態観察および分類学的検討

　接種試験により生活史における連続性が確認された精子1さび胞子世代および夏胞子1冬胞子世

代の標本ならびに野外より採集された標本に基づき雪全胞子世代についての形態学的比較検討を

行った。その結果。さび胞子表面の洗の密度において違いが認められ、それに基づきさび胞子世代

を2グループに類別した。夏胞子世代についてはラ夏胞子の大きさおよび夏胞子堆申の周辺糸状体

の有無において違いが認められ、それらに基づき夏胞子世代を3グループに類別した。冬胞子世代

については，冬胞子の冠状突起の形態ラ冬胞子の大きさ，冬胞子堆申の周辺糸状体の有無，成熟時

の冬胞子堆の状態において違いが認められ、それらに基づき冬胞子世代を6グループに類別した。

次にヨ各胞子世代問におけるグループの関係を，接種試験で違続性の確認された標本を基に検討し

た結果、1）さび胞子表面の涜の密度，2）夏胞子の大きさヨ3）夏胞子堆中の周辺糸状体の有無ヨ

4）冬胞子冠状突起の形態ヨ5）冬胞子の大きさ雪6）冬胞子堆中の周辺糸状体の有無ラ7）冬胞

子堆成熟時の状態の違いにより日本産冠さび病菌を8タイプに類別した。

　このように類別した日本産冠さび病菌8タイプの分類学的取り扱いにっいて検討した結果，分類

形質として有効であると判断された各形質の中で事他の個体群との識別が明確にできヨ最も安定し

た形態的形質であると判断された冬胞子の冠状突起の形態を種の分類形質とし雪その他の形態を種

以下の分類形質として用いることとした。そして菅既知種との比較検討の結果，日本産冠さび病菌

を次の4種4変種に整理した。すなわちヨ肋60伽あoo〆o舳勉Var．60プo舳吻Rooγoη肋Var．θプ漉∫一

∫0砿R00γ0舳肋Var．功敏畑P60γ0舳勉Var．肋κ00〃0αθ，R00γ0舳肋Var．舳1脇，P

ろ7ω6oo閉ゐ，R〃物αZθη∫云S，Pγα〃g弛伽αである。これらのうち冒R　ooγo舳去αVar．εγ挽SSoη払P

ooプo舳肋var．肋〆06〃oαθはそれぞれPθ焔∫80〃S．Ito，P肋κoo〃oαθS．Itoを基礎異名として

設立した新変種となる。

　これまで冠さび病菌はラ冬胞子の大きさあるいは夏胞子世代の形態を重視して分類されていたが，

種あるいは変種が必ずしも明確に識別されるものではなかった。本研究ではヨ全胞子世代の形態に

基づき日本産冠さび病菌の分類学的検討を行い4種4変種に整理したが事これまでの分類と比較し

種または変種の識別が明確でありラより合理的なものであると考える。
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審　　査　　の　　要　　旨

　冠さび病菌P鮒肋αooグo舳加Cordaは異種完全型のさび菌で害形態的多様性により‘‘species

comp1ex”として分類学上混乱している分類群である。本菌の分類に関してはヨ従来から冬胞子世代

および夏胞子世代の形質が重視されていたが，本研究では全胞子世代の形質を検討し雪分類学的に

有効性を示した形質を明らかにしたことは高く評価出来る。またヨ本研究の特徴の一つとして接種

試験により筥精子1さび胞子世代および夏胞子1冬胞子世代の宿主植物と本菌の生活史を明らかに

しラさらに生活史が確認された全胞子世代を供試して実験を行った点にある。現在まで異種寄生性

のさび菌はラ主に自然界で得られた精子1さび胞子世代宿主と夏胞子1冬胞子世代宿主上の標本を

基に調査1観察し言その分類が行われているが里これはそれぞれの宿主がかならずしも同一のさび

菌であるか不正確な場合がありヨ本研究での研究材料の取扱は害今後の異種寄生性さび菌の分類に

新しい道を開いたと考えられる。

　本研究は著者の菌類分類学に対する新しい考え方に基づき、真いな研究態度事観察力および多大

な労力に依るもので纈今後のさび菌類の系統分類学に大きく貢献するものである。

　よってヨ著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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